
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織

活
動
に
格
別
の
ご
理
解
・
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
わ
が
国
経
済
・

社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
で
、
国
・
地
方
に
お
け
る

厳
し
い
財
政
事
情
や
少
子
・
高
齢
化

社
会
の
到
来
を
迎
え
、
各
種
の
制
度
・

施
策
の
抜
本
的
な
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
、
近
年
の
燃
料
用

エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
食
用
以
外
の
穀
物

需
要
の
増
加
や
天
候
不
順
等
も
加
わ
っ

て
、
世
界
の
食
料
需
給
の
逼
迫
が
憂

慮
さ
れ
、
わ
が
国
の
食
料
需
給
に
も

影
響
が
出
始
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
残
さ
れ
た
大
き
な
農
政
課

題
で
あ
る
農
地
政
策
の
改
革
に
つ
い

て
は
、
特
に
昭
和
一
桁
世
代
の
農
業

経
営
か
ら
の
リ
タ
イ
ヤ
や
、
不
在
村

農
地
所
有
者
の
増
加
等
に
伴
う
耕
作

放
棄
地
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
、
自
ず
と
農
業
委
員

会
組
織
の
活
動
状
況
に
対
し
、
世
間

か
ら
強
い
関
心
の
眼
差
し
が
注
が
れ

る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
は
国
民
へ
の
食
料
供
給
、
環

境
保
全
の
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
人
々

に
よ
り
維
持
・
管
理
さ
れ
て
い
る
極

め
て
公
共
性
の
高
い
、
そ
し
て
か
け

が
え
の
な
い
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源

で
す
。
農
地
政
策
の
改
革
を
言
う
と

き
、
「
適
正
な
土
地
利
用
計
画
の
も

と
で
大
切
に
管
理
し
有
効
利
用
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
の
基
本
的
理
念
を

明
確
に
し
て
、
所
有
者
・
利
用
者
は

言
う
に
及
ば
ず
国
民
全
体
の
共
通
意

識
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
が
改
め

て
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
地
行
政
と
そ
の
推
進
運
動
の
一

翼
を
担
う
私
ど
も
農
業
委
員
会
系
統

組
織
は
、
今
一
度
地
域
農
業
の
再
生

の
た
め
の
「
土
地
と
人
対
策
」
と
い

う
基
本
に
立
ち
返
っ
て
、
農
業
・
農

村
現
場
と
顔
の
見
え
る
関
係
に
あ
る

本
来
の
特
性
を
十
全
に
活
か
し
な
が

ら
、
自
治
体
農
政
の
推
進
に
大
き
な

役
割
を
発
揮
す
る
実
践
活
動
に
い
ま

こ
そ
全
力
投
球
す
る
と
き
で
す
。

そ
の
た
め
、
農
業
者
の
利
益
を
代

表
す
る
行
政
委
員
会
と
し
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
、
農
地

の
無
断
転
用
防
止
な
ど
厳
正
な
農
地

行
政
の
執
行
や
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
と
解
消
に
向
け
た
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
強
化
を
は
じ
め
、
農

業
・
農
村
現
場
の
意
向
を
汲
み
上
げ
、

市
町
村
や
県
・
国
等
の
施
策
に
反
映

す
る
農
政
運
動
の
展
開
な
ど
、

「
目
に
見
え
る
農
業
委
員
会
活
動
の

実
現
」
に
向
け
て
、
組
織
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
会
議
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
一
員
と
し

て
、
皆
さ
ん
方
と
心
を
一
に
し
て
頑

張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

秋
の
叙
勲
受
章
者

■

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
で
次
の
方
が

旭
日
双
光
章
受
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

▽
東
亨
一
（那
賀
町
農
業
委
員
会
会

長
・徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
）

▽
和
田
健
（徳
島
県
酪
農
業
協
同
組

合
組
合
長
・徳
島
県
農
業
会
議
常
任

会
議
員
）

■

農
業
委
員
表
彰
等
受
賞
者

■

平
成
19
年
度
農
業
委
員
に
対
す
る

農
林
水
産
大
臣
表
彰
並
び
に
知
事
感

謝
状
授
与
式
が
12
月
19
日
県
庁
講
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
賞

者
は
次
の
９
名
の
方
々
で
す
。

◇

農
林
水
産
大
臣
表
彰

◇

▽
坂
東
政
義
（
徳
島
市
農
業
委
員
）

◇

徳
島
県
知
事
感
謝
状

◇

▽
國
見

朗
（
美
馬
市
農
業
委
員
）

▽
南

邦
彰
（
三
好
市
農
業
委
員
）

▽
中
川

浩
（
那
賀
町
農
業
委
員
）

▽
後
山
俊
二
、
下
川
勝
巧
、
藤
元
雅

文
（
以
上
、
牟
岐
町
農
業
委
員
）
▽

堺
谷
啓
男
、
瀧
本
博
文
（
以
上
、
美

波
町
農
業
委
員
）
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道
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声

全国農業新聞
を購読しよう

会 長 四 宮 肇

年
頭
ご
挨
拶

晴
れ
の
受
賞
お
慶
び

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

な
ど
を
柱
と
し
た
政
策
が
、
生
産

者
の
実
情
や
地
域
の
実
態
に
合
わ

せ
て
、
見
直
さ
れ
た
。

政
権
・与
党
が
昨
年
７
月
の
参
議

院
選
を
通
じ
て
、
生
産
者
の
思
い
を

肌
で
感
じ
た
こ
と
を
受
け
て
、
「
御

用
聞
き
農
政
」
を
掲
げ
て
生
産
現

場
の
意
見
を
聞
い
て
回
っ
た
結
果
が
、

「
見
直
し
農
政
」
に
反
映
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

改
革
の
初
年
度
か
ら
見
直
さ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
複
雑
な

思
い
は
す
る
が
、
こ
の
度
の
見
直
し

は
、
生
産
現
場
に
目
配
り
し
た
跡

が
見
て
取
れ
一
定
の
評
価
は
で
き
る

も
の
の
、
生
産
者
が
、
改
革
の
レ
ー

ル
に
安
心
し
て
乗
れ
る
よ
う
に
、
今

回
の
見
直
し
で
十
分
か
ど
う
か
、
予

算
審
議
の
中
で
し
っ
か
り
と
議
論
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
度
の
よ
う
に
、
農
政
の
行
方

が
選
挙
の
結
果
で
「
あ
っ
ち
へ
行
っ
た

り
こ
っ
ち
へい
っ
た
り
」す
る
こ
と
に
大

き
な
抵
抗
が
あ
る
が
、
も
し
仮
に
、

あ
の
よ
う
な
参
議
院
選
の
結
果
が

無
け
れ
ば
、
見
直
さ
れ
る
こ
と
な
く

推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
か
と
思
う
と
、

複
雑
な
気
持
ち
で
あ
る
。

我
々
も
、
常
日
頃
か
ら
、
生
産
現

場
の
声
を
し
っ
か
り
と
申
し
上
げ
、

「真
の
農
家
の
た
め
の
改
革
」が
進
め

ら
れ
る
よ
う
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。
（Ｔ
Ｔ
）

農林水産大臣表彰状の授与



農
業
委
員
会
は
、
「農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
い
て
市
町

村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

行
政
委
員
会
で
す
。
大
き
な
特
徴
は
、

公
職
選
挙
法
に
準
じ
て
農
業
者
自
ら

が
選
ん
だ
農
業
委
員
を
中
心
に
構
成

さ
れ
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
農
業
委
員
を
選
挙
す

る
農
業
者
の
方
々
の
意
識
と
農
業
委

員
会
に
対
す
る
理
解
が
大
変
重
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
業
委
員

会
の
役
割
と
機
能
、
活
動
に
つ
い
て

広
く
農
業
者
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
の
農
業
者
の
代
表
と
し
て

広
く
信
頼
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興
・

発
展
に
、
情
熱
と
意
欲
を
持
っ
た
多

様
で
行
動
力
あ
る
人
材
が
数
多
く
立

候
補
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

農
業
委
員
会
は
、
行
政
委
員
会
と

し
て
「優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利

用
」「担
い
手
の
確
保
・育
成
」な
ど
地

域
農
業
の
振
興
と
構
造
政
策
を
担
う

推
進
組
織
で
あ
る
こ
と
や
、
同
時
に

農
業
者
の
声
を
受
け
止
め
て
政
策
提

案
を
行
う
な
ど
、
農
業
者
の
公
的
な

代
表
機
関
と
し
て
の
重
要
な
役
割
・

機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

「か
け
が
え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守

り
、
力
強
い
農
業
を
つ
く
る
か
け
橋
」と

の
組
織
理
念
の
下
に
、
「農
地
と
担

い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
を
基
礎

と
し
た
行
動
す
る
農
業
委
員
会
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
等
に
つ

い
て
、
農
業
者
や
住
民
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
等
に
幅
広
く
理
解

を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
農
業
の
振
興
・
発
展
に
向
け

た
幅
広
い
意
見
集
約
を
図
り
、
行
動

す
る
農
業
委
員
会
と
し
て
の
活
動
の

強
化
を
図
る
た
め
、
農
林
水
産
事
務

次
官
通
知
「
『
農
業
委
員
会
の
選
任

委
員
の
選
定
に
つ
い
て
』
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」
及
び
第
一
五
九
回
国

会
に
お
け
る
「
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
等
を
踏
ま

え
て
、
女
性
や
青
年
農
業
者
、
認
定

農
業
者
等
の
担
い
手
に
よ
る
選
挙
委

員
へ
の
立
候
補
や
、
選
任
委
員
へ
の

登
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

女
性
農
業
委
員
に
つ
い
て
は
、
「農
山

漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
指
針
」を

踏
ま
え
、
一
農
業
委
員
会
当
た
り
複

数
の
女
性
農
業
委
員
の
確
保
を
目
標

と
す
る
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
の

農
業
委
員
に
つ
い
て
も
全
体
の
３
割

を
目
標
に
、
議
会
推
薦
の
選
任
委
員

枠
の
一
層
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

選
挙
委
員
と
し
て
立
候
補
を
促
す
環

境
づ
り
に
つ
い
て
関
係
者
の
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（第
20
回
統
一
選
挙
対
策
推
進
要
領
）

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
関
し

て
、
徳
島
県
農
業
会
議
か
ら
要
望
し

て
い
た
「
農
作
業
受
託
に
つ
い
て
も

軽
油
免
税
措
置
」
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

軽
油
引
取
税
は
、
道
路
の
改
修
等

の
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
県
税
だ
。

道
路
を
走
行
し
な
い
農
業
用
の
機

械
等
に
つ
い
て
は
、
免
税
証
の
交
付

な
ど
の
手
続
き
を
受
け
た
場
合
に
限

り
免
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
税
率

は
１
㍑
あ
た
り
約
32
円
（
平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
例
え
ば
１
０
０
０
㍑
使
用
す
る

場
合
は
３
２
１
０
０
円
が
免
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
軽
油
の
免
税
措
置
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
農
作
業
を
受
託
す
る

場
合
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

（
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
）
に

お
い
て
も
、
農
作
業
受
託
農
地
を
経

営
面
積
に
算
入
す
る
な
ど
、
農
作
業

を
受
託
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
農
業
経
営
へ
と
発
展
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
政
策
課
題
に
応
え
て
平
成
20
年

度
の
税
制
改
正
で
免
税
措
置
が
拡
充

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
だ
。
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第
二
〇
回
農
業
委
員
統
一
選
挙

本
年
７
月
に
実
施
さ
れ
る
第
20
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
は
、
農
業

委
員
会
系
統
組
織
は
も
と
よ
り
、
農
業
・
農
村
に
と
っ
て
も
極
め
て

重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
統
一
選
挙
に
向
け
て

農
業
委
員
会
制
度
と
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
の
啓
発
普
及
や
地
域
農

業
の
振
興
に
意
欲
と
情
熱
を
持
っ
た
行
動
力
の
あ
る
多
様
な
人
材
が

数
多
く
立
候
補
す
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

20
年
度
税
制
改
正
の
予
定

農
業
委
員
会
制
度
と
組
織
の

役
割
の
啓
発
・
普
及

「
行
動
す
る
農
業
委
員
会
」
の

取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

女
性
・
青
年
農
業
者
、
認
定

農
業
者
等
の
人
材
の
選
出
の

推
進

第20回農業委員統一選挙に関する申し合わせ決議
平成20年1月15日

１．農業委員会組織の役割と取り組み、農業委員選挙の意義等につい
て関係機関・団体をはじめ、農業者や住民等へ幅広く普及浸透を図
ること。

２．女性・青年農業者、認定農業者等の立候補を促す環境づくりに努
めるとともに、選任委員については、意欲と情熱を持って地域農業
の振興に取り組む多様で行動力のある人材の登用が図られるよう、
関係方面への働きかけを行うこと。

３．とくに、女性農業委員については、１農業委員会当たり複数の選
出を目指すとともに、認定農業者の農業委員についても全体の３割
の選出を目標とすること。

軽
油
引
取
税
の
免
税
措
置
が

拡
充
さ
れ
る
予
定



市 町 村 名 ３カ 年 目 標 数 １９年 度 目 標 数 新 規 加 入 者 数 ３ カ年 目 標 達 成 率 １９ 年 度 目 標 達 成 率
徳 島 市 39 23 5 13% 22%
鳴 門 市 32 32 7 22% 22%
小 松 島 市 7 10 4 57% 40%
阿 南 市 15 5 8 53% 160%
吉 野 川 市 9 9 0 0% 0%
阿 波 市 28 5 18 64% 360%
美 馬 市 7 7 1 14% 14%
三 好 市 4 1 0 0% 0%
勝 浦 町 6 1 0 0% 0%
上 勝 町 2 2 0 0% 0%
佐 那 河 内 村 4 2 2 50% 100%
石 井 町 9 13 0 0% 0%
神 山 町 4 1 0 0% 0%
那 賀 町 3 2 0 0% 0%
牟 岐 町 1 1 0 0% 0%
美 波 町 1 1 1 100% 100%
海 陽 町 2 1 1 50% 100%
松 茂 町 7 7 0 0% 0%
北 島 町 2 1 5 250% 500%
藍 住 町 9 9 14 156% 156%
板 野 町 9 8 8 89% 100%
上 板 町 7 8 8 114% 100%
つ る ぎ 町 1 1 0 0% 0%
東 み よ し 町 2 3 0 0% 0%

合 計 210 153 82 39% 54%

平成１９年度農業者年金加入推進進捗状況(農業委員会受付済み）

平成２０年 １月８日現在

「農
業
者
年
金
加
入
者
10
万
人
早
期

達
成
の
３
カ
年
計
画
」
に
基
づ
く
各

県
ご
と
の
新
規
加
入
目
標
数
が
配
分

さ
れ
て
か
ら
10
ヶ
月
、
徳
島
県
内
の

農
業
者
年
金
の
新
規
加
入
者
数
は
例

年
に
な
い
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

加
入
推
進
特
別
対
策
に
よ
り
、
各
市

町
村
ご
と
に
加
入
推
進
部
長
が
設
置

さ
れ
、
身
近
な
人
か
ら
新
し
い
農
業

者
年
金
制
度
に
つ
い
て
正
確
な
情
報

が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
11
月
に
開

催
さ
れ
た
加
入
推
進
大
会
で
、
農
業

委
員
会
・
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
の
意
識
が

高
ま
り
、
戸
別
訪
問
等
の
加
入
推
進

活
動
が
展
開
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

平
成
20
年
１
月
８
日
現
在
の
各
市

町
村
の
新
規
加
入
者
数
は
下
表
の
と

お
り
で
あ
り
、
阿
波
市
の
18
人
を
ト
ッ

プ
に
藍
住
町
が
14
人
、
板
野
町
・
上

板
町
が
８
人
と
続
い
て
い
る
。

反
面
で
、
新
規
加
入
者
数
ゼ
ロ
の

市
町
村
も
11
カ
所
あ
り
、
地
域
の
農

業
形
態
や
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に

よ
っ
て
、
加
入
が
進
ん
で
い
る
市
町

村
と
そ
う
で
な
い
市
町
村
の
間
に
大

き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
る
。

農
業
者
年
金
制
度
は
、
「
農
業
者

の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
」

と
い
う
目
的
の
他
に
、
「
農
業
の
担

い
手
の
確
保
」
と
い
う
目
的
も
併
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村

の
地
域
農
業
を
担
っ
て
い
く
認
定
農

業
者
等
の
担
い
手
に
対
し
て
、
今
後

よ
り
一
層
の
働
き
か
け
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
幸
い
年
度
末
に
か
け
て
多

く
の
農
業
委
員
会
が
加
入
推
進
強
調

月
間
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ

た
加
入
推
進
活
動
が
実
施
さ
れ
、
加

入
者
い
な
い
市
町
村
に
お
い
て
も
一

定
の
成
果
が
上
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
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【Ａ
】利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
に

よ
り
設
定
さ
れ
た
賃
貸
借
は
、
期

間
の
定
め
の
あ
る
賃
貸
借
で
、
そ

の
期
間
は
賃
貸
借
当
事
者
及
び
関

係
権
利
者
の
合
意
に
よ
り
定
め
ら

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
そ
の
期
間

は
当
然
期
間
満
了
ま
で
存
続
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
権
の
存
続
期
間
ま
た
は
残

存
期
間
中
に
一
方
の
側
の
理
由
に

よ
る
解
約
に
よ
り
、
賃
貸
借
ま
た

は
使
用
貸
借
が
終
了
す
る
こ
と
は
、

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
の
実
施

上
重
要
な
支
障
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
農
用
地
利
用
集
積
計
画

に
お
い
て
「
解
約
権
の
留
保
を
し

な
い
」
旨
の
内
容
が
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
ど

う
し
て
も
存
続
期
間
の
途
中
で
賃

貸
借
を
解
約
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
農
地
法
第
20
条
の
適
用
を
除

外
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
、
当
事
者
の
合
意
で
賃

貸
借
を
途
中
で
解
約
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
そ
の
合
意
が
賃
貸
借

に
か
か
る
農
地
等
を
引
き
渡
す

(

返
還
す
る
）
こ
と
と
な
る
期
限

前
６
ヶ
月
以
内
の
も
の
で
、
そ
の

合
意
が
書
面
に
よ
り
明
ら
か
で
あ

る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
に
解

約
す
る
旨
を
通
知
す
れ
ば
よ
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【Ｑ
】利
用
権
の
存
続
期
間
に
お
い
て
、
当
事
者
双
方
が
合
意
す
れ
ば
、

賃
貸
借
は
解
約
で
き
ま
す
か
？
。
そ
の
場
合
は
、
農
地
法
第
20
条
の
適

用
は
あ
り
ま
す
か
？
。

農
地
に
関
す
る
相
談
Ｑ
＆
Ａ

新
規
加
入
者
大
幅
な
増
加

農
業
者
年
金
加
入
推
進
の
進
捗
状
況



現行の用語 新用語

＜北海道＞水田・畑作経営所得安
　　　　　定対策※
＜都府県＞水田経営所得安定対策
＜北海道＞麦・大豆等直接支払い
＜都府県＞麦・大豆直接支払い

 緑ゲタ 固定払

 黄ゲタ 成績払

 ナラシ 収入減少補てん

 経理の一元化 共同販売経理

※一般的には「水田・畑作経営所得安定対策」が使用
される。また、当分の間は新用語と旧用語を併記する。

 品目横断的
 経営安定対策

 ゲタ

品目横断的経営安定対策の用語の変更

※一般的には「水田・畑作経営所得安定対策」が使用され
る。また、当分の間は新用語と旧用語を併記する。

こ
の
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
は
、

認
定
農
業
者
同
士
の
相
互
研
鑽
や
情

報
提
供
を
通
じ
て
経
営
改
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
新

役
員
に
就
任
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
。連

絡
協
議
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
①
認
定
農
業
者
同
士
の
交
流
、

②
認
定
農
業
者
の
経
営
発
展
に
向
け

た
研
修
会
、
③
認
定
農
業
者
へ
の
情

報
提
供
、
④
そ
の
他
目
的
達
成
に
必

要
な
事
項
等
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

連
絡
協
議
会
の
会
員
は
、
地
域
段

階
で
組
織
化
さ
れ
た
「
市
町
村
認
定

農
業
者
連
絡
協
議
会
」
を
一
般
会
員

と
し
、
市
町
村
に
認
定
農
業
者
の
組

織
化
が
さ
れ
て
な
い
場
合
は
、
市
町

村
段
階
の
農
業
関
係
機
関
団
体
を
構

成
員
と
す
る
地
域
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
を
特
別
会
員
に
し
て
い

る
。

四
国
地
区
の
認
定
農
業
者
が
一

堂
に
会
し
、
相
互
の
連
携
と
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
経
営
者
能
力
の

向
上
に
向
け
た
研
修
会
や
現
地
視
察

を
通
じ
て
、
認
定
農
業
者
の
資
質
向

上
と
経
営
体
質
の
強
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
「
第
３
回
四
国
地
区

担
い
手
農
業
者
交
流
集
会
」
が
徳
島

県
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
（
原
賢

治
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
催
日
は
、
２
月
26
日
～
27
日
で
、

徳
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
主
会
場
と

し
て
四
国
各
県
の
認
定
農
業
者
約
３

０
０
人
が
参
加
す
る
予
定
だ
。

ト
ヨ
タ
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
世
界
的

な
企
業
は
、
「
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
思

考
（
突
破
の
科
学
）
」
を
採
用
し
て

激
動
の
時
代
を
賢
く
生
き
抜
い
て
き

た
が
、
そ
の
「
考
え
方
」
の
発
案
者

で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
中
京
大
学
社

会
学
教
授
の
日
々
野
省
三
先
生
か
ら

「
過
去
の
延
長
線
上
に
は
未
来
は
な

い
（
飛
び
出
せ
農
業
）
」
と
題
し
て

の
記
念
講
演
が
あ
る
。

次
い
で
事
例
発
表
と
し
て
、
椎
茸

栽
培
を
基
盤
に
、
付
加
価
値
商
品
の

開
発
・
販
売
に
取
り
組
み
、
優
良
認

定
農
業
者
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
た(

有)

丸
浅
苑
の
湯
浅

明
男
氏
か
ら
「
現
状
を
突
破
し
、
経

営
安
定
へ
」
題
し
て
発
表
を
予
定
。

ま
た
、
新
規
参
入
で
イ
チ
ゴ
作
り

か
ら
法
人
化
し
た
（
合
資
）
た
け
お

か
農
林
の
竹
岡
誠
司
氏
か
ら
「
新
規

参
入
か
ら
、
法
人
化
へ
」
と
題
し
て

の
事
例
発
表
が
あ
る
。

翌
27
日
に
は
小
松
島
市
の
直
売
所

「
あ
い
さ
い
市
場
」
と
フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
を
生
産
し
て
い
る
「(

有)

樫
山

農
園
」
の
視
察
が
組
ま
れ
て
い
る
。

政
府
・
与
党
は
農
政
改
革
の
３
対

策
の
08
年
度
か
ら
の
見
直
し
を
決
め

た
。
こ
の
う
ち
、
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
で
は
、
制
度
の
基
本
を
維

持
し
つ
つ
、
「水
田
・
畑
作
経
営
所

得
安
定
対
策
」
に
名
称
を
変
更
し
、

市
町
村
の
判
断
で
加
入
を
認
め
る
制

度
を
創
設
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
主

な
も
の
を
紹
介
す
る
。

物
理
的
特
例
や
所
得
特
例
な
ど
の

既
存
の
特
例
措
置
を
活
用
し
て
も
本

対
策
に
加
入
で
き
な
い
者
で
あ
っ
て

も
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
「
地
域

水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
市
町
村
が
認
め
た
認
定
農
業

者
又
は
集
落
営
農
組
織
で
あ
れ
ば
、

経
営
面
積
に
か
か
わ
り
な
く
地
域
の

実
態
に
合
わ
せ
た
市
町
村
特
認
で
、

国
と
の
協
議
に
よ
り
加
入
で
き
る
道

が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
従
来
の

知
事
特
認
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
。

今
回
の
見
直
し
で
加
入
者
の
増
加

に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。

年
齢
制
限
の
廃
止
・
弾
力
化

認
定
農
業
者
の
認
定
に
あ
た
り
、

一
部
の
市
町
村
が
独
自
の
判
断
基
準

と
し
て
年
齢
制
限
（
65
歳
以
下
な
ど
）

を
設
け
て
い
る
場
合
、
そ
の
硬
直
的

な
運
用
に
よ
り
意
欲
あ
る
高
齢
農
業

者
が
地
域
の
担
い
手
と
し
て
排
除
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
年
齢
制
限

の
廃
止
又
は
弾
力
的
に
運
用
す
る
。

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て

は
多
様
な
実
態
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
集
落
営
農
組
織
に
課
し
て
い

る
５
年
以
内
の
法
人
化
要
件
や
従
事

者
の
所
得
目
標
等
の
要
件
に
つ
い
て

も
弾
力
化
し
、
加
入
し
や
す
く
し
た
。
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徳
島
県
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
が
設
立

平
成
19
年
12
月
14
日
、
徳
島
市
の
ホ
テ
ル
千
秋
閣
に
お
い
て
、
徳
島
県

下
の
認
定
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
徳
島
県
認
定
農
業
者
連

絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
新
役
員
の
選
任
と
19
年
度
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
た
。

◇
新
役
員
（敬
称
略
）◇

▽
会
長

原

賢
治
（
小
松
島
市
）

▽
副
会
長

山
下
信
良
（徳
島
市
）、

阿
部
正
則
（
阿
南
市
）
▽
監
事

小
笠
利
一
（
三
好
市
）
、
木
村
茂

久
（
東
み
よ
し
町
）
▽
理
事

井

上
正
雄
（
牟
岐
町
）
、
竹
前
晴
夫

（
吉
野
川
市
）

◇

連
絡
協
議
会
の
事
業

◇

◇

連
絡
協
議
会
の
会
員

◇

会長 原 賢治

徳島県認定農業者連絡協議会設立総会

「
第
３
回
四
国
地
区
担

い
手
農
業
者
交
流
集
会
」

が
２
・26
日
に
開
催

品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
の
見
直
し

面
積
要
件
の
見
直
し

「
担
い
手
」
の
要
件
緩
和



古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
原
産
地
の

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入
し
た
ニ
ン
ニ

ク
を
栽
培
し
、
疲
労
回
復
に
供
し
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
造
っ
た
と
さ
れ
、
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
中
か
ら
黒

化
し
た
ニ
ン
ニ
ク
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
、
江
戸
時
代
に
は

鳥
獣
肉
を
薬
味
に
用
い
、

疲
れ
を
癒
し
た
と
い
わ

れ
、
「
不
許
葷
酒(

く

ん
し
ゆ)

入
山
門
」
で
、

「
禅
寺
な
ど
で
寺
門
の

傍
の
戒
壇
石
に
刻
記
す

る
標
語
。
浄
念
を
乱
す

も
の
は
寺
門
内
に
入
る

こ
と
を
許
さ
ぬ
」
と
い

う
意
で
あ
る
。
葷(

く

ん)

は
に
お
い
の
あ
る

菜
の
意
で
、
精
が
付
く

な
ま
ぐ
さ
も
の
と
酒
は

若
い
僧
達
の
修
行
の
妨

げ
に
な
る
か
ら
持
ち
込

ん
で
は
い
け
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

糖
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
換
え
る
と
き
必
要
な

ビ
タ
ミ
ン
B1
は
、
水
溶

性
の
た
め
す
ぐ
に
尿
か
ら
排
泄
さ
れ

て
な
く
な
り
、
不
足
す
る
と
脚
気
に

な
っ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り
な
く

な
っ
て
だ
る
さ
を
感
じ
る
。
と
こ
ろ

が
ニ
ン
ニ
ク
の
香
り
成
分
の
ア
リ
シ

ン
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
と
結
合
す
る
と

活
性
持
続
型
ビ
タ
ミ
ン
（
ア
リ
チ
ア

ミ
ン
）
と
な
り
、
容
易
に
排
出
さ
れ

ず
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収
は
格
段
に

高
ま
る
こ
と
か
ら
、
国
産
の
合
成
技

術
開
発
と
疲
れ
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
宣
伝
文
句
と
合
わ
さ
り
「
ア
リ
ナ

ミ
ン
」
は
、
武
田
薬
品
の
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ア
リ
シ
ン

や
そ
の
イ
オ
ウ
化
合
物
は
、
大
腸
菌

な
ど
の
殺
菌
作
用
や
、
菌
の
出
す
毒

素
の
中
和
作
用
を
示
し
、
最
近
、
消

化
性
潰
瘍
や
胃
が
ん
の
原
因
菌
と
な

る
「Helicobacter

pylori

ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
」
を
抑
制
す

る
報
告
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ニ
ン
ニ
ク
（
ガ
ー
リ
ッ
ク
）
は
健
康

食
品
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る

が
、
最
近
ニ
ン
ニ
ク
の
食
べ
過
ぎ
に

よ
る
胃
潰
瘍
の
報
告
も
あ
り
留
意
が

必
要
だ
。

ニ
ン
ニ
ク
の
香
り
成
分
ア
リ
シ
ン

は
無
傷
な
ニ
ン
ニ
ク
に
存
在
せ
ず
、

ニ
ン
ニ
ク
を
刻
ん
だ
り
、
す
り
お
ろ

す
と
生
成
さ
れ
る
、
揮
発
性
の
有
機

イ
オ
ウ
化
合
物
で
あ
る
。
ニ
ン
ニ
ク

は
イ
オ
ウ
を
含
む
有
機
化
合
物
を
多

く
含
み
、
こ
れ
ら
か
ら
造
ら
れ
た
化

合
物
に
は
、
微
量
で
も
嗅
細
胞
を
強

烈
に
興
奮
さ
せ
る
。
ニ
ン
ニ
ク
料
理

の
あ
と
の
最
も
気
に
な
る
口
臭
の

「
嫌
な
ニ
オ
イ
」
の
研
究
に
よ
る
と
、

「
ニ
ン
ニ
ク
の
不
快
臭
」
は
食
後
16

時
間
後
で
も
他
人
が
感
じ
る
程
臭
く
、

そ
の
ニ
オ
イ
成
分
は
、
口
腔
粘
膜
か

ら
各
種
消
化
管
に
到
る
ま
で
、
全
身

の
あ
ら
ゆ
る
部
位
で
発
生
し
て
い
る
。

ブ
ド
ウ
等
落
葉
果
樹
の
芽
は
秋
か

ら
春
ま
で
休
眠
し
、
た
と
え
生
長
好

適
温
度
条
件
が
与
え
ら
れ
て
も
発
芽

せ
ず
、
芽
が
休
眠
か
ら
醒
め
る
に
は

一
定
期
間
の
低
温
度
を
必
要
と
す
る
。

超
早
期
加
温
の
施
設
栽
培
で
十
分
低

温
に
遭
遇
し
て
い
な
い
ブ
ド
ウ
樹
は

加
温
し
て
も
う
ま
く
発
芽
せ
ず
、
休

眠
打
破
で
覚
醒(

か
く
せ
い)

さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
石
灰
窒

素
浸
出
液
な
ど
化
学
物
質
を
用
い
、

発
芽
を
促
進
す
る
休
眠
打
破
効
果
が

知
ら
れ
て
い
る
。
剪
定
直
後
の
枝
の

切
り
口
に
ニ
ン
ニ
ク
汁
液
を
塗
布
し

発
芽
が
１
～
２
週
間
促
進
さ
れ
る
休

眠
打
破
効
果
が
、
岡
山
大
学
か
ら
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
有
効
成
分
は
、

揮
発
性
で
含
量
の
多
い
二
硫
化
ジ
ア

ル
リ
ン
が
最
も
重
要
な
休
眠
打
破
の

有
効
成
分
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
元
県
果
樹
試
験
場
長

赤
井

昭
雄
）
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ニ
ン
ニ
ク
の
香
り

ニ
ン
ニ
ク
汁
液
の
ブ
ド
ウ
樹
休

眠
打
破
効
果

本県では、吉野川市を
中心に生産されている

農
林
水
産
省
が
11
月
６
日
に
公
表

し
た
「
農
地
政
策
の
展
開
方
向
に
つ

い
て
ー
農
地
に
関
す
る
改
革
案
と
工

程
表
ー
」
は
、
中
長
期
的
に
世
界
の

食
料
需
給
の
逼
迫
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
国
内
の
耕
作
放
棄
地
が
増
大
す

る
中
で
、
農
地
は
農
業
資
源
と
し
て

有
効
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
理
念
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、

現
場
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
農
地
政

策
の
改
革
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る

も
の
だ
。

具
体
的
な
改
革
事
項
は
、
①
農
地

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
②
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
き
め
細
や

か
な
取
組
の
実
施
、
③
優
良
農
地
の

確
保
対
策
の
充
実
・
強
化
、
④
農
地

の
面
的
集
積
を
促
進
す
る
仕
組
み
の

全
国
展
開
、
⑤
所
有
か
ら
利
用
へ
の

転
換
に
よ
る
農
地
の
有
効
利
用
の
促

進
の
５
つ
。

今
後
、
工
程
表
に
沿
っ
て
、
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
平
成
20
年

度
中
な
い
し
遅
く
と
も
平
成
21
年
度

中
に
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
法
制
上
の
措
置
を
講

じ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
農

地
制
度
の
改
正
を
視
野
に
農
地
政
策

の
見
直
し
の
検
討
が
引
き
続
き
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
、
農
地

行
政
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し
て
今

回
の
農
地
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

強
い
関
心
を
持
っ
て
一
昨
年
の
秋
か

ら
中
央
、
地
方
を
通
じ
た
有
識
者
に

よ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

政
策
提
案
や
意
見
の
公
表
等
に
よ
り

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

今
回
、
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た

改
革
案
の
内
容
を
踏
ま
え
、
農
業
委

員
会
の
現
場
か
ら
、
農
地
行
政
の
執

行
に
あ
た
っ
て
懸
念
さ
れ
る
事
項
や

及
ぼ
す
影
響
等
に
つ
い
て
、
２
月
末

ま
で
に
各
農
業
委
員
会
で
意
見
集
約

を
行
い
、
こ
れ
を
積
み
上
げ
て
、
平

成
20
年
５
月
末
に
開
催
さ
れ
る
「
平

成
20
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
」
の
政
策
提
案
等
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
で
は
、
農
地
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
農
林

水
産
省
が
11
月
６
日
付
で
公
表
し
た
「
農
地
政
策
の
展
開
方
向
〈農
地
に

関
す
る
改
革
案
と
工
程
表
〉」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
会
の
現
場

か
ら
、
農
地
行
政
の
推
進
等
に
あ
た
っ
て
懸
念
さ
れ
る
事
項
や
影
響
、
具

体
的
な
見
直
し
方
向
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
等
の
検
討
を
積
み
上
げ
、

今
後
の
政
策
提
案
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

農
地
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
組
織
検
討

ニ
ン
ニ
ク
の
疲
労
回
復
効
果



場所 対象者

１５日 市町村農業委員会会長・事務局長会議 徳島プリンスホテル 農業委員会会長・事務局長

１５日 徳島県農業法人協会若手勉強会 センチュリープラザ 農業法人構成員、従業員等

２２日 徳島県農業会議第３２８回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２７日～２８日 徳島県農業法人協会新年会、視察研修 センチュリープラザ 農業法人協会会員

２８日 勝名地区農業委員会協議会研修会 上勝町役場 勝名地区農業委員会

３０日 集落営農組織税務研修会 ホテル千秋閣 集落営農関係者

  １日 阿波の食財会（食の集い）・商談会 グランドホテル偕楽園 農業者、食品業者、消費者等

　５日 県南部農業委員会連絡協議会 阿南市役所 県南部地区農業委員会

　６日 市町村担い手育成総合支援協議会担当者会議 徳島合同庁舎会議棟 市町村、農業委員会担当者等

１５日 集落営農組織研修会 ホテル千秋閣 集落営農関係者

１９日 徳島県農業会議第３２９回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２４日 新・農業人フェアー０８ 梅田スカイビル 新規就農希望者等

２６日～２７日 四国地区担い手交流会 徳島プリンスホテル 四国地区認定農業者

１２日 徳島県農業法人協会若手勉強会 センチュリープラザ 農業法人構成員、従業員等

１５日 新・農業人フェアー０８ 池袋サンシャインビル 新規就農希望者等

１８日 徳島県農業会議第３３０回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

徳島県農業会議等の行事予定
会議等の行事予定

１月

２月

３月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

11月 18,476 815 484 3,670 10,754 8,018 169 0 0 6,127 48,513

12月 12,627 0 3,905 16,591 8,294 170 729 3,273 0 9,951 55,540

 1月 14,838 8,602 579 9,040 9,133 1,523 407 0 9,804 5,207 59,133

合計 45,941 9,417 4,968 29,301 28,181 9,711 1,305 3,273 9,804 21,285 163,186

     農地法第４条・第５条転用許可の面積     
徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会

議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・第
５

条
の
転
用
許
可
面
積
は
右
表
（11
月

～
１
月
）の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

青
色
申
告
制
度
、
手
続
き
、
記
帳

の
実
務
、
確
定
申
告
書
作
成
か
ら
申

告
ま
で
を
記
入
例
を
交
え
、
や
さ
し

く
解
説
。
こ
れ
か
ら
青
色
申
告
を
始

め
る
人
、
青
色
申
告
農
家
、
座
右
の

手
引
書
で
す
。
最
新
の
申
告
書
・
決

算
書
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

目
次

第
１
章
青
色
申
告
制
度
の
あ
ら
ま
し

第
２
章
青
色
申
告
の
手
続
き

第
３
章

青
色
事
業
専
従
者
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
と
納
付

第
４
章
簿
記
記
帳
の
実
務

第
５
章
確
定
申
告
書
の
作
成
と
納
税

第
６
章
消
費
税
の
概
要

第
７
章
そ
の
他

定
価

七
〇
〇
円

規
格

Ａ
４
判

95
頁

【
図
書
の
ｉ
モ
ー
ド
携
帯
サ
イ
ト
】

http://w
w
w
.nca.or.jp/tosho/i/
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

「かけはし21」第９号について
11月に公表された農水省の農地政策の見直しについて

改革案と工程表が示されたが、その中で、耕作放棄地に

ついては現状を把握した上で５年後を目途に耕作放棄地
の解消を目指す。本年度は全農業委員会で耕作放棄地の
調査を実施したが、これをベースにきめ細かな解消対策
が実施出来るよう施策の充実が望まれるところだ。(T･M)

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

あ

と

が

き

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

全
国
農
業
図
書
紹
介

平
成
19
年
度
版

よ
く
わ
か

る
農
家
の
青
色
申
告


